
別紙様式 

令和４年度（２０２２年度）学校版環境ＩＳＯへの取組 

＜ 学校名：上天草市立中南小学校 ＞ 

１ 取組の概要報告   

（１）取組の概要 

項目 活動の様子（写真） 取組の実際 

宣言 

 

１ 児童の宣言項目 

① 水道の蛇口をしっかり止めます。 

  ・歯磨きは、コップ一杯の水でする。 

  ・雑巾はバケツの水で洗う。 

② 電気やエアコン、送風機のつけっぱなしをなくし

ます。 

  ・教室にいない時は、電気やエアコン、送風機を消

す。 

③ 紙（資源）を大切に使います。 

  ・トイレットペーパーの無駄遣いをしない。 

  ・ゴミを分別したり、紙を再利用したりして、ゴミ

の量を減らす。 

・アルミ缶やペットボトルのふたをリサイクルす

る。 

④ 個人目標 

（例）持ち物に名前を書き、落とし物を減らします。 

地域（公園や海、山等）のごみを進んで拾います。 

好き嫌いをしないで食べ、残さず全部食べます。 

 

 

２ 職員の宣言項目 

 ① ゴミの分別収集を率先して行います。 

  ・分別ボックスを活用し、分別収集を行う。 

② コピーや印刷を最小限にし、両面印刷に努めます。 

  ・計画的な印刷をし、紙の無駄遣いを無くす。 

③ 節電・節水指導に努めます。 

 ・節電・節水の利点について話し、手本を示す。 

④ 空調機器の切り忘れ０を目指します。 

 ・教室移動時には切り忘れをしないよう、児童と共

に確認をする。 

⑤  微生物を活用した環境浄化に努めます。 

 ・海の環境を考えて、プール等の排水に微生物を活

用する。 
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⑥ 定時退勤日（水曜日）を設定し、省エネに努めま

す。 

   ・定時退勤の退勤時間を守り、残業せず、節電・節

水を心掛ける。 

 

行動 

 

・環境・安全委員会が、全校の前で、ＩＳＯ宣言につい

ての話をし、全校への周知を行った。 

・ペットボトルのふたの回収ボックスを児童が入れやす

い場所に設置した。環境・安全委員会で毎月、測量を

し、全校に知らせた。 

・アルミ缶は各家庭にも回収の協力をお願いした。 

・ゴミの分別室（ＩＳＯルーム）を設け、分別棚を設置

し、ゴミの分別収集がしやすいようにした。 

・職員室に、紙のリサイクル棚を設け、紙の裏紙利用を

呼びかけた。 

・児童と職員の振り返りカードを作成し、月末に個人の

振り返りをした。環境・安全委員会もカードの収集や

言葉の記入に関わる事で、自分たちの課題の意識とし

て捉えられるようにした。 

 

記録 

 

・ペットボトルのふたは、毎月測量し、全校に掲示や放

送で知らせた。 

・意識を継続させるために、環境・安全委員会を通して

校内放送で取組の状況を知らせた。 

 

見直し 

 

・振り返りカードを作成し、児童と職員が、毎月の月末

に、ＩＳＯ宣言の振り返りをし、自分の反省を次の月

に生かせるようにした。 
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（２）成果と課題 

成 果 課 題 

・児童と職員の宣言項目を挙げ、取り組んだ

ことで、それぞれの意識が高まった。 

・児童委員会を活用したことで、自分たちの

課題としての意識が高まり、ＩＳＯへの

行動が活動的になった。 

・ペットボトルのふたの収集、リサイクルの

目標が校内最高には及ばなかったが、そ

れに近い量が収集できた。 

・水道を使う時、一度にたくさんの水を出さ

ず、考えて使うようになり、水道の蛇口の

閉め忘れが減った。 

・持ち物に記名することが徹底されてきた

ので、落とし物が減った。 

・地域の公園や海、山でゴミを拾う子が増え

た。 

・電気やエアコン等の消し忘れが減り、昨年

度より電気料金が安くなった。 

・水曜日の職員の定時退勤日が守られ、省エ

ネになった。 

・児童も職員も振り返りカードを使って自

己評価をしたことで、反省をしたことが、

これからの行動に生かされた。 

 

・今後は、課題を生かして、このような取組

を継続していくこと。 

・児童の意識の継続に働きかけること。 

・学校での取組ができるようになったら、地

域での取組にも目を向けさせ、具体的な

取組を計画していくこと。 

 

 


